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１．はじめに 

 当社では、路盤陥没事故を未然に防止することを目的として、平成 12

年 2 月より線路下空洞探査車（UTRAS）を導入し、線路下の空洞の有無・

不明財産等の確認を実施してきた。しかしながら、線路下空洞探査車は大

型の軌陸車であるため、機動性向上及び現場における即時判定を目的とし

て、当社テクニカルセンターにおいて可搬型線路下空洞探査装置

（PORTABLE UTRAS）が開発され、平成 21 年 4 月より、各支社に配備・

導入が実施されている。 

現在、八王子支社では、可搬型線路下空洞探査装置の実施に伴い、過去

10 年間の検査記録の洗い出しにより陥没発生箇所及び類似と予測される箇所において、実務調査を実施して

いる。しかしながら、健全度判定が難しく、現在、データ解析のノウハウを得るべくデータ蓄積を進めてい

る。また、同時に可搬型線路下空洞探査装置のより効率的な装置の活用方法を目指して、健全度の判定マニ

ュアル作成に取り組んでいる。本論文では、取り組みの過程で検証した内容を報告する。 

 

２．計測装置の概要 

 可搬型線路下空洞探査装置は、手押し走行により、地中レーダ（電

磁波法）を使用して線路下の空洞を探査している。計測ユニットから

の地中レーダ（電磁波）を送信アンテナより地中に向けて送信し、送

信から受信までの時間Δt とレーダ（電磁波）の速度から対象物の距

離を計測することにより、空洞・緩み等の電気的な性質（比誘電率）

の異なる箇所の反射波を受信し、線路下の路盤の状態を探査している。 

 

３．笹子設備トレーニングセンター空洞探査設備における検証 

平成 21 年 10 月に八王子支社では、若手育成

及び技術力向上を目的として、笹子設備トレー

ニングセンターを開設した。笹子設備トレーニ

ングセンターには、設備部門全般の訓練設備が

設置されており、その中で線路下に栗石・発泡

スチロール・ヒューム管等の様々な埋設物を線

路下に設置した。 

今回、当該設備を活用し、可搬式線路下空洞探査装置の反応の確認や測定条件（パラメータ）を変更する

ことによる測定画面の見え方の違いなどの検証を実施した。 

測定結果（以下、「標準測定」）による個別対象物の比較検討を実施すると共に、結果をもとに、『比誘電率

の変更』・『判定レベル変更』及び『「健全区間＋埋設区間」による測定』を実施し、測定方法やパラメータを

変更することにより、対象物の見え方や深度の変わることが確認された。 
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送信および受信のアンテナを各２台配

置することにより、マクラギの影響を

低減できる構造となっている。 
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４．今後の課題 

鉄道路盤における緩み箇所の検査・判定は、レールや PC マクラギ等、空洞探査を実施する上で障害物が

ある中での作業である。また、営業線近接下による線路閉鎖作業となるため、時間的な制約を受けた中での

検査業務となる。以上のような制約下で適切に緩みの有無を判断することが必要となる。今回の検証により

判明したポイントを踏まえ、実務において今後もデータを蓄積し、可搬型線路下空洞探査装置を利用した適

切な埋設物・緩み箇所の判定に対し、更なる精度向上を図り、安全安定輸送の確保に貢献してゆきたい。 
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【栗石】 
構造物の深度より赤と

黄色の反応が認められ

る。栗石間の空隙に反応

していると思われる。栗

石天端の深度には反応

しているが深部では反

応は認められない。 

【発泡ｽﾁﾛｰﾙ】 
測定対象の構

造物中、最も強

い反応が認め

られた。 

【マクラギ】 
反応は殆ど

認められな

かった。 

【埋設管】 
（横断方向） 
着色された反応箇所は大きくなか

ったが、反面の波形に変化が認めら

れた。 
（線路方向） 
反応は見られるものの、殆ど形状は

判定できなかった。 

【岩塊】 
栗石同様、岩と岩の

間の空隙に反応し

ていると思われ、空

隙箇所の少なさが

反応の薄さを示し

ていると思われる。 

３－１標準測定 

３－４「健全区間＋埋設区間」による計測 

３－２比誘電率の変更 ３－３判定レベル変更 

埋設管を

示す三日

月模様の

深度・形状

に変化。 

埋設区間＋健全区間

の測定により、赤黄

色の反応強度が強く

得られた。 

埋設管を示

す三日月模

様が明確化

した。 

埋設区間（４ｍ）＋健全区間（１６ｍ） 標準測定 パラメータ変更画面 
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